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RIW (水溶媒画分)の 4割分が得られたo RIEA画分がラズペリー利尿効果と最も緊密な関係を持つことが
明らかになった。さらに、ラズペリーがiぐを保持する特性があることが発見され、非常に興味深い性貨で
あることが分かつた。ラズペリーの利尿メカニズムはカリウム保持性不IJ尿薬と類似に遠位尿細管でナトリウ
ム/カリウム交換を抑制したことにより、 Naマの再吸収が抑制されたと考えられる。また、 K+の排出が増加
されない点において、低 K+血症という副作用のない植物由来の利尿機能食品の開発が期待される。本研究
は初めてのラズペリーの利尿効果を科学的に検証できた論文となっている点を評価した。本研究を通じて、
新たな植物由来の利尿機能食品など、付加価値の高いラズベリー製品の開発に理論的な根拠を提示している。
貴重な実験データが得られ、低利用生物資源であるラズベリーの利活用に科学的かつ技術的助言が提供でき
た点をオリジナリティに富む研究として高く評価できる。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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